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巻
頭
言

我
が
国
は
長
ら
く
各
国
に
抜
き
ん
出
た
食
料
・

農
林
水
産
物
の
純
輸
入
国
で
す
が
、
輸
入
額
だ
け

で
み
る
と
、
米
国
そ
し
て
ド
イ
ツ
、
日
本
が
世
界

の
ト
ッ
プ
3
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
国
連
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
こ
の
3
国
の
中
で
、
日
本
は
輸
出
額

が
輸
入
額
の
4
％
余
と
輸
入
額
に
比
べ
極
め
て
少

な
い
の
に
対
し
て
、
他
2
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
輸
入

額
の
お
よ
そ
8
割
に
相
当
す
る
額
の
生
産
物
を
同

時
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

米
国
は
と
も
か
く
、
農
林
水
産
業
に
関
す
る
自

然
・
社
会
経
済
条
件
が
日
本
と
似
て
い
る
と
思
わ

れ
る
ド
イ
ツ
が
食
料
の
輸
出
大
国
で
も
あ
る
こ
と

に
意
外
感
を
持
た
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

紙
数
の
都
合
で
そ
の
要
因
を
こ
こ
で
は
つ
ま
び

ら
か
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
戦
後
の
経
済
復
興
の
と

き
か
ら
、
農
林
水
産
業
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ド

イ
ツ
と
近
隣
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
の
間
に
分
業
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

生
産
者
に
と
っ
て
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
市
場

が
あ
る
こ
と
は
、
販
売
先
が
国
内
に
限
定
さ
れ
て

い
る
場
合
よ
り
、
一
般
に
生
産
の
規
模
が
大
き
く

な
り
効
率
化
、
コ
ス
ト
低
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
「
豊
作
貧
乏
」
は
じ
め
、
需
給
変
動
に
よ
る

価
格
乱
高
下
現
象
が
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

私
は
、
約
20
年
前
の
在
西
ド
イ
ツ
日
本
大
使
館

の
農
務
官
時
代
、
日
本
か
ら
の
訪
問
者
に
対
し
ド

イ
ツ
に
お
け
る
農
産
物
貿
易
の
実
情
を
説
明
し
つ

つ
、
我
が
国
に
お
い
て
も
も
う
少
し
輸
出
を
考
え

て
は
ど
う
か
と
議
論
を
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
と
き
あ
た
か
も
バ
ブ
ル
経
済

の
真
っ
最
中
、
異
口
同
音
に
日
本
の
農
産
物
の
味

覚
・
品
質
に
は
絶
大
な
る
自
信
が
あ
る
も
の
の
価

格
が
高
す
ぎ
て
外
国
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
が

な
い
と
の
消
極
的
反
応
ば
か
り
で
し
た
。

時
代
は
巡
り
、
農
産
物
輸
出
を
め

ぐ
る
環
境
は
好
転
し
て
き
て
い
ま

す
。
バ
ブ
ル
経
済
後
の
厳
し
い
調
整

過
程
を
経
て
、
日
本
の
農
林
水
産
物

価
格
は
低
下
し
ま
し
た
。
日
本
食
の

国
際
普
及
が
一
層
進
展
し
、
高
料
金

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
は
ど
こ
の
国
で
も
盛
況
と
い
い
ま

す
。
何
よ
り
中
国
等
近
隣
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
所
得
拡
大
と
食
生
活
の

著
し
い
向
上
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、
政
府
は
、
昨

年
農
林
水
産
物
と
食
品
の
輸
出
額
を
平
成
16
年
の

３
０
０
０
億
円
か
ら
平
成
21
年
の
６
０
０
０
億
円

と
5
年
間
で
倍
増
す
る
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
本
年
の
改
訂
プ
ラ
ン
で
は
平
成
25
年
に

1
兆
円
と
す
る
目
標
の
か
さ
上
げ
を
表
明
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
我
が
国
は
外
国
に
対
し
て
農

林
水
産
物
の
市
場
を
段
階
的
に
開
放
し
、
冒
頭
に

述
べ
た
よ
う
に
世
界
屈
指
の
輸
入
大
国
に
な
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
外
国
へ
向
か
う
財
の
流
れ
は

弱
い
も
の
で
し
た
。

我
が
国
農
林
水
産
業
の
さ
さ
や
か
な
、
し
か
し

確
か
な
転
換
の
一
歩
と
し
て
政
府
の
輸
出
目
標
が

達
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
当
セ
ン
タ
ー

で
も
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
つ
な
が
る
研
究
を
進

め
ま
す
。

日
本
の

農
林
水
産
物
輸
出

総
務
・
財
務
担
当
理
事　
　

黒
元 

重
雅
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平
成
18
年
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
額

は
、
農
産
物
１
9
４
７
億
円
、
林
産
物

90
億
円
、
水
産
物
１
７
０
３
億
円
（
真

珠
を
除
く
）
で
、
水
産
物
は
平
成
16
年
の

１
２
０
７
億
円
に
比
べ
て
、
こ
の
3
年
間

で
１
４
１
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す

（
表
1
）。
水
産
物
の
輸
出
促
進
は
日
本
の

水
産
業
の
再
生
と
活
性
化
を
推
進
す
る
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世
界
の
水
産
物
生
産
の
変
化

世
界
の
水
産
物
（
魚
介
類
）
の
需
要

は
、
そ
の
人
口
増
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

増
加
し
、
現
在
で
は
'70
年
の
2
倍
に
達

し
て
い
ま
す
。
魚
介
類
の
生
産
量
は
'04

年
で
1
億
５
５
８
３
万
ト
ン
で
す
が
、
天

然
魚
介
類
の
漁
獲
量
は
ほ
ぼ
頭
打
ち
の

た
め
、
需
要
量
の
増
加
は
養
殖
業
の
生

産
増
加
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

天
然
魚
介
類
の
漁
獲
量
は
'04
年
に
全
世

界
で
８
５
７
９
万
ト
ン
あ
り
、
日
本
は

４
３
４
万
ト
ン
と
国
別
漁
獲
量
で
第
6
位

と
な
っ
て
お
り
、
資
源
の
活
用
を
考
え
て

い
く
上
で
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。
中

国
で
は
、
漁
獲
量
が
１
４
４
７
万
ト
ン
と

突
出
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
水
産
物
の

輸
入
量
と
輸
出
量
が
そ
れ
ぞ
れ
２
３
０
万

ト
ン
と
２
０
０
万
ト
ン
で
ほ
ぼ
同
量
の
特

異
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
世
界
の
'04
年
の
水
産
物
輸
入
量
は
約

２
９
０
０
万
ト
ン
（
図
１
）、
金
額
に
し

て
７
５
３
億
ド
ル
で
、
'03
年
の
６
７
３
億

ド
ル
に
比
べ
11
％
増
加
し
、
年
々
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
輸
入
額
は

１
４
５
億
6
千
万
ド
ル
で
世
界
の
19
％
を

占
め
第
1
位
で
す
。
日
本
に
と
っ
て
、
従

来
は
貿
易
＝
輸
入
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す

が
、
輸
出
額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
輸
出

と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
が
明
確
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
前
述
の
中
国
は
、
輸

入
額
は
'03
年
で
第
8
位
で
し
た
が
、
'04
年

は
第
6
位
と
な
り
、
世
界
の
4.2
％
相
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
輸
出
額
は
断
ト

ツ
の
1
位
で
毎
年
増
大
し
、
'04
年
は
世
界

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
み
る
と

水
産
業
に
は
強
い
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

水
産
物
は
グ
ロ
ー
バ
ル
商
材
、

貿
易
の
実
態
は
？

輸出促進による 水産業の活性化

2004 年   2005 年 2006年
総計（真珠を除く） 1,207 1,447 1,703
サケ・マス類 90.5 147.1 177.3
サバ 19.2 37.0 126.5
乾燥ナマコ 55.0 78.9 125.6
スケトウダラ 98.5 78.4 112.6
貝柱調製品 64.9 116.0 103.8
ホタテ貝（生鮮・冷蔵・冷凍・塩蔵・乾燥） 62.4 109.2 101.8
カツオ類 11.4 75.8 49.6

表1. 水産物主要品目の輸出額.

出典：財務省　貿易統計

（単位：億円）
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の
9.3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
国
は
、「
原

材
料
を
世
界
か
ら
仕
入
れ
、
加
工
し
て
輸

出
す
る
世
界
の
水
産
加
工
場
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

水
産
物
の
優
れ
た
健
康
貢
献
機
能
な
ど

食
と
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ

問
題
な
ど
の
影
響
で
、
水
産
物
へ
の
需
要

量
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
'04
年
の
水
産
物

消
費
量
は
、
日
本
で
は
年
間
一
人
あ
た
り

６
４
・
３
㎏
と
世
界
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

に
あ
り
ま
す
が
、
米
国（
２
１
・
１
㎏
）は

'70
年
に
比
べ
て
1.4
倍
、Ｅ
Ｕ（
２
６
・
２
㎏
）

は
1.3
倍
、
中
国
で
は
経
済
発
展
と
淡
水
魚

等
生
産
増
を
背
景
に
２
５
・
４
㎏
と
5.7
倍

に
激
増
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
人
口
は
約

12
億
人
で
あ
り
、
水
産
物
の
消
費
量
第
1

位
と
な
り
ま
す
。
世
界
的
な
水
産
物
需
要

は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
は
水
産
物
の

価
値
は
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
本
の
水
産
物
輸
出
の
現
状 

日
本
が
輸
出
す
る
水
産
物
主
要
品
目
の

'04
年
か
ら
'06
年
の
輸
出
実
績（
表
1
）で
は
、

サ
ケ
・
マ
ス
類
、
カ
ツ
オ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
等
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ
ウ
ン
ド
（
魚
体
そ

の
も
の
）や
ド
レ
ス（
頭
と
内
臓
を
と
っ
た

も
の
）
等
冷
凍
品
あ
る
い
は
生
の
形
で
輸

出
さ
れ
、
中
国
、
タ
イ
等
で
は
ス
キ
ン
レ

ス
フ
ィ
レ
（
骨
や
皮
を
と
っ
て
3
枚
に
お

ろ
し
た
も
の
）
や
缶
詰
等
の
加
工
用
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
水

産
物
輸
出
は
、
金
額
的
に
は
'04
年
ベ
ー
ス

で
世
界
の
輸
出
額
の
1.5
％
程
度
で
す
が
、

世
界
の
水
産
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
特
に
中
国
・

韓
国
・
タ
イ
等
の
ア
ジ
ア
圏
の
水
産
消
費
・

加
工
国
に
対
し
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
近
海
で
漁
獲
さ
れ
る
貴
重
な
水

産
資
源
の
価
値
を
保
持
し
、
世
界
の
資
源

と
し
て
輸
出
を
活
発
化
す
る
た
め
に
は
、

生
原
料
段
階
で
の
加
工
処
理
等
、
漁
獲
・

処
理
加
工
・
流
通
を
一
貫
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
視
点
で
の
戦
略
を
も
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
世

界
市
場
に
通
用
す
る
仕
組
み
、
即
ち
「
輸

出
先
の
衛
生
・
製
造
基
準
に
対
応
し
た
生

産
と
認
証
シ
ス
テ
ム
」、「
高
品
質
保
持

技
術
と
輸
出
先
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
あ
っ
た

商
品
開
発
」、「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
」
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
輸
出
促
進
に
向
け
た
研
究
を
さ

ら
に
進
め
ま
す
。

500
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
万トン

年1976 1980 1984 1988 1992 1996 2000 2004

日本

中国

米国

スペイン

デンマーク

その他

図1. 世界の水産物貿易（輸入量）の推移.

世
界
中
で
水
産
物
を
食
べ
始
め
た
。

な
ぜ
水
産
物
の
消
費
は
伸
び
る
の
か
？

日
本
が
水
産
物
の

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

成
功
す
る
た
め
に
は

FeatureFeature
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Feature

日
本
の
秋
を
代
表
す
る
魚
、
サ
ン
マ
。

江
戸
時
代
の
落
語
「
目
黒
の
サ
ン
マ
」
に

描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
当
時
か
ら
庶
民
の

食
卓
に
サ
ン
マ
が
上
り
、
日
本
の
代
表
的

な
大
衆
魚
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。サ

ン
マ
は
日
本
近
海
か
ら
東
部
太
平
洋

に
か
け
て
大
回
遊
し
、
公
海
域
や
沿
岸
の

表
層
に
広
く
分
布
す
る
2
年
生
の
浮
魚
資

源
で
、
３
０
０
〜
８
０
０
万
ト
ン
の
資
源

量
が
存
在
し
、
こ
の
資
源
を
持
続
的
に
維

持
で
き
る
漁
獲
量
は
、
年
間
80
万
ト
ン
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
日
本
で
は
、
生
鮮
サ
ン
マ

と
し
て
の
流
通
が
主
流
の
た
め
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
る
漁
獲
量
は
年
間
約
22
万

ト
ン
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
漁
業
者
に
と
っ
て
は
、
豊
漁
で
あ
る

ほ
ど
魚
価
は
下
が
り
、
漁
業
経
営
は
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
す
（
図
1
）。
近
年
の
燃

油
高
騰
の
な
か
で
大
型
棒
受
網
漁
船
の
廃

業
も
相
次
ぎ
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
取

組
み
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

海
外
で
利
用
さ
れ
始
め
た
サ
ン
マ

こ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
近
海
の
サ
ン

マ
資
源
に
対
す
る
需
要
は
日
本
以
外
の
国

で
も
確
実
に
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
'05
年

に
は
台
湾
12
万
ト
ン
、ロ
シ
ア
10
万
ト
ン
、

韓
国
4
万
ト
ン
程
度
の
漁
獲
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
我
が
国
で
は
、
豊

富
な
資
源
が
周
辺
に
あ
り
な
が
ら
、
国
内

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
需
給
が
飽
和
し
て
い
る
た

め
に
、
こ
れ
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
外
国
船
が

日
本
近
海
の
北
太
平
洋
で
サ
ン
マ
資
源
を

漁
獲
し
、
加
工
品
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
諸
外
国
で
サ
ン
マ
の
漁

獲
が
増
え
る
中
で
、
日
本
で
も
高
度
な
加

工
に
よ
っ
て
サ
ン
マ
を
価
値
の
あ
る
資
源

サ
ン
マ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
化
の
た
め
の

高
鮮
度
・
高
効
率
加
工
技
術
の
開
発

資
源
量
が
豊
富
な
一
方
で

厳
し
い
サ
ン
マ
漁
業

豊
富
な
サ
ン
マ
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に
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図1. 日本の漁獲量と水揚げ金額.

サンマのスキンレスフィレ（皮をむいて骨を抜いたもの）
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と
し
て
活
用
し
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
製

品
化
が
可
能
に
な
れ
ば
、
サ
ン
マ
需
要
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
サ
ン
マ
漁
業
の
経
営
を

安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き

ま
す
。

で
は
、ど
の
よ
う
な
加
工
を
目
指
せ
ば
、

国
際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
製
品
化
が
可

能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
サ
ン
マ
は
独
特
の

細
長
い
形
状
を
し
て
お
り
、
見
た
目
に
も

海
外
で
は
な
じ
み
の
な
い
魚
で
す
。
ま
た

海
外
で
は
赤
身
魚
を
食
べ
る
習
慣
の
あ
る

国
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
褐
色
の
血
合
肉

を
含
む
こ
と
や
、
鮮
度
低
下
が
速
く
こ
れ

に
伴
っ
て
生
臭
さ
が
発
生
す
る
こ
と
を
克

服
し
な
け
れ
ば
、
海
外
で
は
受
け
入
れ
に

く
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
先
の
嗜
好
を
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
適
応
し
た
味

や
形
に
加
工
を
施
す
た
め
の
技
術
開
発
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
魚
特
有
の
生
臭
み
の

原
因
は
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
オ
キ
シ
ド
分

解
物
な
ど
で
す
が
、
鮮
度
が
非
常
に
良
い

と
き
に
は
生
臭
み
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
高

ま
り
で
、
フ
ィ
レ
・
冷
凍
す
り
身
の
価
格

が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

ミ
ー
ル
・
魚
油
に
つ
い
て
も
原
料
の
不
足

と
養
殖
飼
料
と
し
て
の
需
要
増
か
ら
世
界

的
に
相
場
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
資
源
量

が
多
く
安
価
な
サ
ン
マ
を
価
値
の
高
い
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
フ
ィ
レ
・
す
り
身
・

ミ
ー
ル
・
魚
油
等
を
同
時
に
製
造
す
る
、

「
カ
ス
ケ
ー
ド
加
工
」
に
よ
る
、
無
駄
の

な
い
総
合
的
な
加
工
処
理
技
術
を
構
築
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
欧
米
等
で
は
、
魚
を
使
っ
た
加

工
用
原
料
と
し
て
ス
キ
ン
レ
ス
フ
ィ
レ
・

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
流
通
が
一
般
的
で
す
が
、

加
工
に
は
人
手
が
か
か
り
ま
す
。
人
手

を
か
け
な
い
た
め
に
は
加
工
処
理
の
全

自
動
化
が
必
要
な
た
め
、
特
有
の
形
状

を
も
つ
サ
ン
マ
に
適
し
た
魚
体
処
理
の

全
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

水
産
物
の
輸
出
を
活
発
化
す
る
こ
と

は
、
水
産
物
の
国
際
競
争
・
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
日
本
の
近
海
で
漁
獲
さ
れ
る

貴
重
な
水
産
資
源
で
あ
る
サ
ン
マ
の
価
値

を
高
め
、
世
界
の
資
源
と
し
て
活
用
す
る

た
め
に
、生
原
料
段
階
で
の
加
工
処
理
等
、

漁
獲
・
処
理
加
工
・
流
通
を
一
貫
し
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
視
点
で
の
戦
略
を
も
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

加
工
原
料
と
し
て
の
サ
ン
マ
の
特
性
と
、

こ
れ
を
克
服
す
る
技
術
開
発

必
要
と
さ
れ
る
カ
ス
ケ
ー
ド
加
工
・

人
手
を
か
け
な
い
加
工
技
術
の
開
発

サ
ン
マ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
成
功
す
る
た
め
に

予　
　
　
　

算
‥
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
林
水
産
研
究
高
度
化
事
業（
農
林
水
産
省
）

研

究

期

間
‥
平
成
19
年
度
〜
21
年
度

共
同
研
究
機
関
‥
北
海
道
立
釧
路
水
産
試
験
場
、
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
宮
崎
県
水
産
試
験
場
、
北
海
道
大
学
、

宮
崎
大
学
、
水
産
大
学
校
、
東
洋
水
産
機
械（
株
）、（
株
）マ
ル
サ
笹
谷
商
店
、
ニ
チ
モ
ウ（
株
）、

日
本
水
産（
株
）

サンマ原料

鮮度維持技術

高品質すり身

小型サンマ・加工残滓

ミール・魚油生産検討
（歩留まり・品質）

・養魚用飼料効果
・魚油評価

・高鮮度原料による高品質冷凍すり身生産技術開発
・無駄の無いカスケード処理

フィレ・すり身・ミール・魚油の総合的なシステム加工
大量・集中処理加工

高品質フィレ

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
記
事
業
の
他
に
、
サ
ン
マ
棒
受
網
に
よ
る
未
利
用
公

海
漁
場
の
開
発
調
査
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
漁
獲
物
を
対
象
に
ミ
ー
ル
や
養
殖
魚
の

飼
料
と
し
て
の
利
用
や
海
外
食
料
市
場
向
け
等
、
既
存
の
国
内
市
場
と
競
合
し
な
い
市

場
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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人
工
ふ
化
放
流
事
業
に
よ
っ
て
、
現
在

我
が
国
の
サ
ケ
資
源
は
20
万
ト
ン
を
超
え

る
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。近
年
、

我
が
国
の
サ
ケ
の
多
く
が
中
国
等
を
経
由

し
て
欧
米
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

内
の
品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
や
回
帰
資
源
の

変
動
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
輸
出
商
材
と

し
て
の
価
値
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
の
先
端
技
術

を
活
用
し
た
農
林
水
産
研
究
高
度
化
事
業

に
お
い
て
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が

中
核
と
な
り
、
今
年
度
か
ら
サ
ケ
輸
出
促

進
の
た
め
の
品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発

と
放
流
技
術
の
高
度
化
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

輸
出
商
材
と
し
て

日
本
の
沿
岸
で
漁
獲
さ
れ
た
サ
ケ
は
低

次
加
工
（
頭
や
内
臓
を
除
去
）
さ
れ
、
冷
凍

後
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
国
で
は
、
こ
れ
ら
を
解
凍
し
て

か
ら
フ
ラ
イ
用
な
ど
の
食
品
に
高
次
加
工

し
、
再
凍
結
し
て
欧
米
へ
輸
出
し
て
い
ま

す
。
身
色
の
選
別
や
小
骨
除
去
な
ど
の
煩
雑

な
加
工
に
は
多
く
の
人
手
が
必
要
で
、
コ
ス

ト
高
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
価

格
競
争
力
が
高
い
の
は
、
安
い
人
件
費
が
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
も
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
日
本
国
内
の
サ
ケ
の
高

次
加
工
業
は
高
い
人
件
費
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
国
の
製
造
コ
ス
ト
に
太
刀
打
ち
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ケ
の
価
格
は
身
色
に
よ
っ
て
決
ま
る

た
め
（
写
真
1
）、
北
海
道
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
で
は
、
身
色
を
15
段
階
に
細
分

化
し
等
級
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

身
色
を
自
動
的
に
計
測
す
る
た
め
の
機
器

を
北
海
道
立
工
業
試
験
場
等
と
一
緒
に

開
発
中
で
、
現
在
加
工
場
で
の
現
場
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
こ
の
計
測
器
の
高
速
化
と
安
定
化
を

図
り
、
製
造
ラ
イ
ン
上
で
実
用
に
供
す
る

と
と
も
に
、
う
ま
み
成
分
に
関
わ
る
脂
肪

量
測
定
や
、
小
骨
除
去
な
ど
の
省
力
化
を

図
る
た
め
の
機
器
を
統
合
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
省
力
化
を

進
め
、
諸
外
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
品
質

向
上
を
図
り
、
サ
ケ
の
輸
出
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

輸
出
商
材
を
支
え
る

サ
ケ
は
漁
獲
量
が
多
い
と
き
は
輸
出
量

が
多
く
、
少
な
い
と
き
に
は
輸
出
量
も
少

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
輸
出
量
の
多
寡
は

漁
獲
量
に
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
サ
ケ
の
輸
出
促
進

を
図
る
た
め
に
は
、
サ
ケ
漁
獲
量
の
高
位

安
定
が
不
可
欠
で
す
。
日
本
の
サ
ケ
漁
獲

量
は
、
高
い
水
準
に
あ
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
'92
年
、
'99
年
、
'00
年
の
よ
う
に
漁

獲
量
が
極
端
に
減
少
し
た
年
も
あ
り
ま
す

（
図
1
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
に

漁
獲
量
が
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
、
半
減
し
て

い
る
岩
手
県
で
の
資
源
回
復
を
目
指
し
、

三
陸
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
研
究
を
実
施

サ
ケ
輸
出
促
進
の
た
め
の

品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
放
流
技
術
の
高
度
化

輸
出
商
材
と
し
て
の
サ
ケ
の
価
値
を
見
出
す
た
め
に

写真1．カラーチャートを用いたサケ身色の
選別（中国山東省水産加工場／平成
18年10月撮影）．
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し
ま
す
。

岩
手
県
下
の
各
ふ
化
場
で
、
収
容
能
力

を
把
握
し
、
そ
の
能
力
と
現
在
実
施
し
て

い
る
親
魚
、
卵
、
仔
魚
お
よ
び
稚
魚
の
飼

育
量
が
あ
っ
て
い
る
か
を
点
検
し
、
改
善

点
を
提
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
サ
ケ
稚
魚

の
減
耗
が
大
き
い
海
洋
生
活
初
期
に
お
い

て
、
環
境
変
動
に
対
応
で
き
る
放
流
技
術

を
開
発
し
ま
す
。

サ
ケ
幼
稚
魚
の
ふ
化
場
と
海
中
で
の
飼

育
環
境
の
違
い
に
よ
る
成
長
や
栄
養
状
態

な
ど
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
河
川
、
河

口
お
よ
び
沿
岸
の
餌
環
境
や
水
温
環
境
な

ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
発
し
た
放
流
技
術
を
評
価

す
る
た
め
に
、
沿
岸
域
で
採
捕
し
た
サ
ケ

幼
稚
魚
や
親
魚
が
、
い
つ
ど
こ
で
放
流
さ

れ
た
個
体
か
を
判
別
で
き
る
耳
石
温
度
標

識
の
活
用
や
遺
伝
的
個
体
群
識
別
法
の
利

用
を
図
る
と
と
も
に
、
サ
ケ
幼
稚
魚
の
沿

岸
域
で
の
分
布
移
動
を
追
跡
す
る
た
め
の

音
響
機
器
の
利
用
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

輸
出
商
材
と
し
て
の
サ
ケ
の
価
値
を
維

持
向
上
さ
せ
る
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
で
得
ら
れ
た
海
洋
環
境
の
変
動
の
影

響
を
受
け
に
く
い
放
流
技
術
を
活
用
し
、

日
本
産
サ
ケ
資
源
の
増
大
と
安
定
か
ら
輸

出
商
材
の
安
定
的
な
量
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
欧
米
な
ど
の
現
地
調
査
で
得
ら

れ
た
最
終
消
費
国
の
ニ
ー
ズ
と
輸
入
条
件

の
知
見
を
基
に
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
満
た

す
品
質
分
析
お
よ
び
製
品
管
理
・
供
給
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
は
従
来
通
り
の
低
次
加
工
品
と
し

て
の
輸
出
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
品
質
、
規
格
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

情
報
を
付
加
し
、
原
産
地
国
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
高
次
加
工
後
の
ワ
ン

フ
ロ
ー
ズ
ン
（
再
凍
結
の
な
い
も
の
）を
ア

ピ
ー
ル
し
て
単
価
の
高
い
商
品
を
最
終
消

費
国
に
対
し
て
直
接
輸
出
す
る
こ
と
に
よ

り
輸
出
額
増
大
を
促
進
し
ま
す
（
図
2
）。

特集：輸出促進による水産業の活性化
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算
‥
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
林
水
産
研
究
高
度
化
事
業（
農
林
水
産
省
）

研

究

期

間
‥
平
成
19
年
度
〜
23
年
度

共
同
研
究
機
関
‥
北
海
道
立
工
業
試
験
場
、
北
海
道
立
網
走
水
産
試
験
場
、
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
北

海
道
大
学
、東
北
大
学
、北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、（
社
）岩
手
県
さ
け
ま
す
増
殖
協
会
、

早
坂
理
工（
株
）

図1. サケ来遊数（沿岸漁獲数＋河川捕獲数）の推移．
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本
年
度
か
ら
、
3
年
間
の
計
画
で
農
林

水
産
省
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
林
水

産
研
究
高
度
化
事
業
に
「
乾
燥
ナ
マ
コ
輸

出
の
た
め
の
計
画
的
生
産
技
術
の
開
発
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
乾
燥
ナ
マ
コ
っ

て
、
な
に
？
そ
う
思
わ
れ
る
方
が
大
半
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
に
至
っ
た
背
景
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。

乾
燥
ナ
マ
コ
（
写
真
１
）
は
日
本
の
食

卓
に
の
ぼ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
し
、
乾
燥
ナ
マ
コ
自
体
を
ご
覧
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
方
も
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
普
通
、
私
た
ち
の
前
に
現

れ
る
ナ
マ
コ
は
小
さ
く
刻
ま
れ
た
酢
の
物

が
一
般
的
で
す
し
、
特
別
な
ナ
マ
コ
料
理

と
い
う
も
の
も
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
こ
の
ナ
マ
コ
、
一
度
茹
で
て
か
ら

カ
チ
カ
チ
の
乾
燥
ナ
マ
コ
に
し
た
と
た
ん
、

我
が
国
の
輸
出
品
と
し
て
の
最
右
翼
の
地

位
に
君
臨
す
る
、「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
の
優

等
生
な
の
で
す
。
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
、

フ
カ
ヒ
レ
、
干
し
鮑
と
と
も
に
俵
物
三
品

と
し
て
、
対
中
国
貿
易
の
主
役
で
あ
り
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
中
国
で
は
乾
燥
ナ
マ

コ
は
慶
事
に
は
欠
か
せ
な
い
食
材
と
し
て

大
変
珍
重
さ
れ
、
世
界
各
地
か
ら
輸
入
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
日
本
産
乾
燥
ナ

マ
コ
は
、
品
質
の
良
さ
か
ら
古
来
よ
り
現

在
ま
で
最
高
級
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。
我
が

国
か
ら
の
乾
燥
ナ
マ
コ
の
輸
出
に
関
す
る

正
確
な
統
計
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
が
、

主
要
な
輸
出
先
で
あ
る
香
港
の
対
日
輸
入

統
計
を
み
る
と
'90
年
代
後
半
ま
で
数
十
ト

ン
か
ら
１
０
０
ト
ン
程
度
の
輸
入
量
を
記

録
し
て
お
り
、
安
定
し
た
貿
易
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
（
図
１
）。

定
着
性
の
強
い
ナ
マ
コ
資
源
の
維
持
へ

さ
て
、
で
は
な
ぜ
乾
燥
ナ
マ
コ
を
対
象

乾
燥
ナ
マ
コ
は

日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
優
等
生

乾
燥
ナ
マ
コ
輸
出
の
た
め
の
計
画
的
生
産
技
術
の
開
発

日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
優
等
生
「
乾
燥
ナ
マ
コ
」
の

持
続
的
利
用
の
た
め
に

写真1．乾燥ナマコ．北海道宗谷産の最高級品，
イボ立ちのよさが品質の証．（上：長さ
6.5cm，重さ10.0g　下：長さ7.0cm，
重さ14.5g）．

写真2．いろいろなマナマコ（青森県水産総
合研究センター提供）．マナマコは形態
の変化が大きく，乾燥ナマコの品質にも
影響します．
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と
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
ら
た
め
て
図
１
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た

香
港
に
お
け
る
日
本
産
乾
燥
ナ
マ
コ
輸
入

量
で
す
。
'90
年
代
後
半
か
ら
日
本
か
ら
の

輸
入
量
が
急
増
し
、
'04
年
に
は
約
２
６
０

ト
ン
、
生
重
量
換
算
で
約
５
０
０
０
ト
ン

の
ナ
マ
コ
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
金

額
で
す
。
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
る
乾
燥
ナ

マ
コ
は
そ
の
総
額
も
単
価
も
世
界
一
高

く
、
金
額
ベ
ー
ス
で
は
世
界
一
の
輸
出
大

国
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
な
急
激
な
需
要
の
増
大
が
香
港
（
中

国
）
で
生
じ
て
い
る
の
か
実
態
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
費
地
に
お
け
る

需
要
の
増
加
は
、
生
産
地
で
あ
る
我
が
国

の
ナ
マ
コ
漁
業
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
生

産
地
価
格
の
急
騰
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
各

地
で
ナ
マ
コ
に
対
す
る
漁
獲
圧
の
急
増

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
大
規
模
な
密

漁
も
摘
発
さ
れ
る
な
ど
、
今
や
ナ
マ
コ

フ
ィ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
日
本
の
浜
を
襲
っ

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放

置
し
て
お
け
ば
、
ナ
マ
コ
資
源
の
崩
壊
と

数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
乾
燥
ナ
マ
コ
貿
易

も
危
う
く
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。
特
に

ナ
マ
コ
は
定
着
性
の
強
い
生
物
で
す
か

ら
、
漁
獲
圧
の
増
大
は
、
急
速
に
資
源
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ナ
マ
コ
資
源
の
維
持
と
持
続
的
な
漁
業
活

動
を
行
う
た
め
に
も
、
責
任
あ
る
漁
業
の

実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
、
持
続
的
な
ナ
マ
コ
漁
業
を
行
う

に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？
第
一
に
適

正
な
資
源
管
理
に
基
づ
く
漁
業
活
動
の
実

施
、
第
二
に
効
果
的
に
ナ
マ
コ
資
源
を
増

や
す
技
術
の
開
発
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
登
場
と
な
る

わ
け
で
す
が
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積

み
し
て
お
り
、
多
難
な
前
途
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ナ
マ
コ
は
古
く
か
ら
な
じ
み
の
あ

る
生
物
で
あ
り
な
が
ら
、
何
を
食
べ
て
い

る
の
か
、
何
年
生
き
る
の
か
な
ど
基
本
的

な
生
物
情
報
が
乏
し
い
こ
と
、
適
正
な
資

源
管
理
に
は
正
確
な
資
源
状
況
の
把
握
と

漁
業
者
の
理
解
が
必
要
な
こ
と
、
そ
し
て

な
に
よ
り
現
在
の
ナ
マ
コ
漁
業
は
国
際
的

な
需
給
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
共
同
研
究
機

関
は
、
乾
燥
ナ
マ
コ
を
巡
る
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
、
生
産
現
場
か
ら
消
費
地
ま

で
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
個
々
の
持

て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
資
源
管
理

と
資
源
添
加
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
ナ
マ

コ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

特集：輸出促進による水産業の活性化

総
合
的
な

ナ
マ
コ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
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輸
入
量
(ト
ン
）

0

50
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250

300

350

400
輸
入
量
(百
万
香
港
ド
ル
）

輸入量（トン）
輸入金額(百万香港ドル）

年

予　
　
　
　

算
‥
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
林
水
産
研
究
高
度
化
事
業（
農
林
水
産
省
）

研

究

期

間
‥
平
成
19
年
度
〜
21
年
度

共
同
研
究
機
関
‥
北
海
道
立
中
央
水
産
試
験
場
、
北
海
道
立
網
走
水
産
試
験
場
、
青
森
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
、
山
口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
県
玄
海
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
大
学
、

東
北
大
学
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
水
産
大
学

校
、
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
川
内
町
漁
業
協
同
組
合

図1．香港の貿易統計に見る日本産乾燥ナマコの輸入量と輸入金額の変遷．
'90年代後半より輸入量の増加と金額の急騰が顕著に表れている．

　　（資料提供：名古屋市立大学　赤嶺 准教授）
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Feature特集：輸出促進による水産業の活性化

コラム

桧山産スケトウダラ（プサン市内）

釧路産スケトウダラ（ソウル市内）

養松さんにハニーフラッシュ！

'90
年
代
末
以
降
、
日
本
の
生
鮮
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
が
韓
国
へ
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

韓
国
の
沿
近
海
漁
業
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

漁
獲
量
は
、
'98
年
に
は
6
千
ト
ン
で
し
た

が
、
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
来
遊
量
の
減

少
や
過
剰
漁
獲
に
よ
り
、
'06
年
に
は
60
ト

ン
に
激
減
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
韓
国

で
は
、
生
鮮
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
国
内
供
給

量
が
大
幅
に
減
少
し
生
鮮
も
の
の
価
格
が

高
騰
し
ま
し
た
が
、
夏
で
も
鍋
料
理
に
よ

り
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
大
量
に
消
費
す
る
な

ど
国
内
需
要
が
強
い
こ
と
か
ら
、
高
品
質

の
生
鮮
も
の
を
専
ら
日
本
か
ら
輸
入
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
の
遠
洋
漁
業
に
よ

る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
獲
量
も
、
ロ
シ
ア
で

の
漁
獲
割
当
量
の
減
少
や
北
海
道
沖
操
業

か
ら
の
撤
退
な
ど
に
よ
り
大
幅
に
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
や
日
本
か
ら
冷
凍

も
の
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は

ほ
と
ん
ど
が
国
内
の
す
り
身
原
料
向
け
で

あ
り
、
１
kg
あ
た
り
30
〜
50
円
程
度
の
産

地
価
格
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

生
鮮
も
の
と
し
て
の
輸
出
が
'99
年
に
本
格

化
し
て
、
輸
出
価
格
は
'99
年
の
１
９
１
円

か
ら
'00
年
以
降
２
０
０
円
台
に
上
昇
し
ま

し
た
。
ま
た
、
冷
凍
も
の
は
生
鮮
も
の
の

代
用
品
で
あ
り
、
日
本
か
ら
は
60
円
前
後

で
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
鮮
も
の
で
は

１
尾
５
０
０
g
以
上
の
大
型
サ
イ
ズ
を
、

冷
凍
も
の
で
は
小
型
サ
イ
ズ
も
輸
出
し
て

い
ま
す
。
日
本
か
ら
韓
国
へ
の
'06
年
の
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
輸
出
量
は
、
生
鮮
も
の
と
冷

凍
も
の
の
合
計
で
28
千
ト
ン
で
し
た
。

生
鮮
も
の
の
輸
出
価
格
を
高
い
水
準
で

維
持
す
る
た
め
に
は
、
魚
体
サ
イ
ズ
の
統

一
の
他
に
鮮
度
を
落
と
さ
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。
釧
路
地
区
の
沖
合
底
び
き
網
漁

業
で
は
漁
獲
さ
れ
た
直
後
の
も
の
を
洋
上

で
箱
詰
め
し
て
お
り
、
北
海
道
日
本
海
南

部
の
桧
山
地
区
の
は
え
縄
漁
業
で
は
陸
上

で
深
層
水
に
よ
る
洗
浄
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

表1. 韓国における沿近海漁業のスケトウダラ漁獲量，日本からの生鮮スケトウダラの輸入量と輸入価格等の推移．

1998年 1999年 2000年 2002年 2004年 2006年

沿近海漁業のスケトウダラ漁獲量（トン） 6,232 1,392 766 215 64 60

日本からの生鮮スケトウダラ輸入量（トン） 85 5,640 11,814 17,202 18,715 19,509

日本からの生鮮スケトウダラ輸入実質価格（ウォン／kg） 3,795 3,795 2,036 2,416 2,482 2,198

日本の生鮮スケトウダラ輸出実質価格（円／kg）注 344 191 217 263 255 293

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
輸
出
が

漁
業
経
営
の
安
定
化
に
貢
献

資料：韓国海洋水産部、韓国貿易協会注：輸出実質価格（円／kg）はウォンと円の換算比により推定．
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全国各地の研究所・さけますセンター・開発調査センター・栽培漁業センターか
ら、地道に研究を行っている研究者やそれをサポートする職員を、毎回ピックアッ
プしていくこのコーナー。連載第 11回は、甲殻類（エビ・カニ・ヤドカリ）の資
源評価調査を担当している、日本海区水産研究所の養松郁子さんに登場していただ
きました。資源評価とは、いつまでも水産資源を利用し続けるために、水産資源の
状態や漁業の状態を的確に把握することです。そのために、科学的なデータを蓄積
するため日夜研究に取り組んでいる人々がいるのです。

Interview

養松 郁子
YOSHO IKUKO

ベニズワイガニの資源評価を担当する
水研センターの「マーメイド」こと

養松さんにハニーフラッシュ！
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小
田
：
い
よ
い
よ
夏
で
す
ね
。
暑
い
！

今
回
の
人
物
往
来
は
、
11
回
目
に
し
て
初
！
女
性
研

究
者
と
い
う
こ
と
で
す
よ
…
（
ワ
ク
ワ
ク
）。
今
回

や
っ
て
き
た
の
は
、
米
ど
こ
ろ
、
酒
ど
こ
ろ
、
新
潟

の
日
本
海
区
水
産
研
究
所
（
日
水
研
）
に
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

養
松
：
こ
ん
に
ち
は
、
は
じ
め
ま
し
て
、
養
松
と
申

し
ま
す
。

小
田
：
は
、は
っ
、は
じ
め
マ
ク
シ
ョ
ン
！
（
失
礼
）

よ
、
よ
う
し
ょ
う
さ
ん
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
珍
し
い

名
前
で
す
よ
ね
。

養
松
：
そ
っ
、
そ
う
で
す
ね
。
あ
ん
ま
り
い
ま
せ
ん

よ
ね
。

小
田
：
あ
っ
あ
の
ー
聞
い
て
も
い
い
の
か
な
…
独
身

の
か
た
で
し
ょ
う
か
…

養
松
：
い
い
え
、
結
婚
し
て
い
ま
す
が
。

小
田
：
が
っ
び
ー
ー
ん
! !
表
紙
の
写
真
を
見
て
ド

キ
ド
キ
し
ち
ゃ
っ
て
い
た
男
性
読
者
の
み
な
さ
ん
、

残
念
！

養
松
：
…
…
…（
黙
）

小
田
：
い
や
ぁ
〜
、
そ
う
で
す
か
。
お
子
さ
ん
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

養
松
：
小
学
生
の
娘
と
息
子
が
い
ま
す
よ
。
も
う
結

婚
し
て
10
年
以
上
で
す（
笑
）。

小
田
：
そ
う
で
す
か
。
じ
ゃ
あ
、
家
事
に
子
育
て
、

そ
れ
と
仕
事
じ
ゃ
あ
大
変
で
す
よ
ね
。

養
松
：
え
え
、
で
も
半
年
前
か
ら
は
夫
が
こ
こ
に
異

動
し
て
き
て
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

小
田
：
て
、
い
う
こ
と
は
そ
れ
ま
で
は
別
々
だ
っ
た

訳
で
す
か
。
そ
れ
も
、
き
つ
い
で
す
よ
ね
。
で
、
旦

那
様
も
研
究
者
の
方
な
の
で
す
か
。

養
松
：
え
え
。
所
内
に
い
ま
す
。
部
は
違
い
ま
す
が
。

小
田
：
な
ぬ
! ?
所
内
に
は
他
に
養
松
さ
ん
と
い
う

方
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
か
し
て
夫
婦
別

姓
で
す
か
。

養
松
：
仕
事
上
は
そ
う
で
す
ね
。
珍
し
く
て
覚
え
ら

れ
や
す
い
姓
な
の
で
、
変
え
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
か
な
、
と
。
そ
の
代
わ
り
す
ぐ
に
身
元
が
ば

れ
る
の
で
、
悪
い
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
け
ど（
笑
）。

小
田
：
い
や
あ
、
先
に
聞
い
て
お
い
て
良
か
っ
た
で

す
よ
…
。
そ
れ
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
い
つ
も
の
通
り
、

養
松
さ
ん
の
今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
！

養
松
：
わ
か
り
ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後
、
平
成
4

年
の
4
月
に
水
産
庁
に
採
用
さ
れ
、
こ
こ
日
水
研
の

資
源
管
理
部
底
魚
資
源
研
究
室
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。
途
中
、
組
織
の
改
編
が
あ
っ
て
、
研
究
室
の
名

称
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
15
年
間
ず
っ
と
同
じ
席
に

座
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

小
田
：
な
ぬ
ー
! ? 

じ
ゃ
あ
、
こ
の
道
一
筋
っ
て
訳

で
す
ね
ぇ
。

養
松
：
そ
う
で
す
ね
。
今
は
、
日
本
海
漁
業
資
源
部

資
源
生
態
研
究
室
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
業
務
の
内
容
と
し
て
は
一
貫
と
し
て
甲
殻
類
を

対
象
と
し
た
生
態
研
究
や
資
源
評
価
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

小
田
：
コ
ウ
カ
ク
ル
イ
に
つ
い
て
や
さ
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
。

養
松
：
甲
殻
類
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
水
産
の

ようしょう いくこ
1967 年 8月 6日（39歳）香川県出身。し

し座、血液型Ｏ型。

九州大学大学院理学研究科（生物学専攻）

修士課程修了。家族は、同じ職場の旦那様、

小学生の娘さんと息子さん。

趣味は山歩き、読書、旅行、その他子ども

と一緒に遊ぶこと全般。

取材・撮影
経営企画部 広報室　小田 憲太朗
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対
象
種
と
し
て
は
主
に
十
脚
甲
殻
類
、つ
ま
り
エ
ビ
、

カ
ニ
、
ヤ
ド
カ
リ
の
こ
と
で
す
。
エ
ビ
、
カ
ニ
は
と

も
か
く
、
ヤ
ド
カ
リ
っ
て
聞
く
と
、
え
っ
！
食
べ
る

の
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、

タ
ラ
バ
ガ
ニ
は
ヤ
ド
カ
リ
の
仲
間
で
す
。

小
田
：
勉
強
に
な
り
ま
す
。
カ
ニ
で
は
な
い
ん
で
す

ね
。
そ
う
言
え
ば
、
タ
ラ
バ
っ
て
足
が
8
本
し
か
無

い
で
す
よ
ね
…
。

養
松
：
実
は
10
本
あ
る
ん
で
す
よ
。
確
か
に
外
か
ら

は
8
本
し
か
見
え
ま
せ
ん
が
、
あ
と
2
本
小
さ
い
足

が
甲
羅
の
中
に
隠
れ
て
い
ま
す
。

小
田
：
な
る
ほ
ど
…
そ
っ
か
ぁ
ー
、
エ
ビ
も
10
本

だ
っ
た
か
ぁ
…
。
今
度
、食
べ
る
前
に
数
え
よ
っ
と
。

ま
、
そ
ん
な
こ
と
は
良
い
と
し
て
、
話
の
続
き
を
・・・

養
松
：
そ
の
甲
殻
類
の
中
で
も
私
は
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
を

主
に
担
当
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
と
い
う
カ
ニ
は
、水
深
５
０
０
m
以
深
に
生
息
し
、

水
深
８
０
０
m
深
で
、
か
に
か
ご
を
使
っ
て
漁
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
田
：
ふ
ん
ふ
ん
。

養
松
：
か
ご
は
プ
リ
ン
の
様
な
円
錐
台
の
形
を
し
て

い
ま
す
。か
ご
の
内
側
に
吊
る
し
た
餌
に
誘
わ
れ
て
、

上
部
に
開
い
た
口
か
ら
カ
ニ
が
入
り
ま
す
が
、
か
ご

の
側
面
は
網
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
網
目
よ
り
も

大
き
な
個
体
は
逃
げ
出
せ
な
い
の
で
す
。

小
田
：
ふ
ん
ふ
ん
。

養
松
：
最
初
の
調
査
で
は
、
日
水
研
所
属
の
調
査
船

み
ず
ほ
丸
（
１
５
６
ト
ン
）
で
か
に
か
ご
を
使
っ
て

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
を
採
集
し
、
分
布
量
や
分
布
の
特
徴
な

ど
を
日
本
海
の
新
潟
沖
や
富
山
湾
な
ど
の
海
域
で
調

べ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、

壁
に
ぶ
つ
か
り
、
行
き
詰
ま
り
ま
し
た
。

小
田
：
え
っ
！
何
か
あ
っ
た
の
で
す
か
。

養
松
：
資
源
の
状
態
や
分
布
の
特
徴
を
把
握
す
る
に

は
、
サ
イ
ズ
や
性
別
な
ど
に
よ
ら
ず
、
そ
こ
に
分
布

す
る
あ
ら
ゆ
る
状
態
の
カ
ニ
が
あ
る
程
度
ま
ん
べ
ん

な
く
獲
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、か
に
か
ご
だ
と
、

小
さ
い
カ
ニ
は
そ
も
そ
も
か
ご
に
入
ら
な
い
、
あ
る

い
は
か
ご
か
ら
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
小
さ
な
個
体

を
保
護
で
き
る
と
い
う
点
で
漁
業
と
し
て
は
利
に
か

な
っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
た
め
の
採
集
漁
具
と
し

て
は
適
切
で
は
な
い
の
で
す
。

小
田
：
な
・
る
・
ほ
・
ど
ー

養
松
：
そ
こ
で
、
平
成
13
年
か
ら
は
深
い
海
底
で
大

型
の
ト
ロ
ー
ル
網
を
曳
く
こ
と
が
出
来
る
、
東
北
区

水
産
研
究
所
所
属
の
若
鷹
丸
（
６
９
２
ト
ン
）
を
使

用
し
て
、調
査
を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、

最
大
で
水
深
２
０
０
０
m
ま
で
調
査
す
る
こ
と
が
出

来
、
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
田
：
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
か
？

養
松
：
甲
幅
９
cm
超
の
漁
獲
サ
イ
ズ
よ
り
も
や
や
小

さ
い
サ
イ
ズ
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
が
、
水
深
１
７
０
０
m

を
超
え
る
深
海
に
集
中
し
て
生
息
し
て
い
た
の
で

す
。

小
田
：
ほ
ー
ー
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
か
ご
の
調
査
で

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

養
松
：
そ
う
で
す
。
こ
の
深
海
に
い
る
や
や
小
型
の

個
体
が
成
長
し
な
が
ら
浅
い
と
こ
ろ
へ
移
動
し
て
き

ベニズワイの甲幅長を測る養松さん

水深1800ｍの定点から採集されたベニズワイ

ベニズワイ３兄弟
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て
、
漁
獲
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

小
田
：
大
き
く
、
調
査
が
前
進
し
た
わ
け
で
す
ね
。

養
松
：
し
か
し
、
若
鷹
丸
に
調
査
を
お
願
い
で
き
る

の
が
3
年
限
り
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
17
年
か
ら
は

兵
庫
県
立
香
住
高
校
の
実
習
船
但
州
丸
（
４
９
９
ト

ン
）
で
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
底
び
き
調
査
を
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
中
心
の
調
査
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
と
同
時
に
、
新
し
く
網
を
開
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

小
田
：
調
査
船
の
や
り
く
り
に
苦
労
し
た
わ
け
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
網
を
新
し
く
開
発
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

養
松
：
但
州
丸
で
は
水
深
１
０
０
０
m
を
超
え
る
海

底
を
ト
ロ
ー
ル
網
で
曳
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

船
長
と
相
談
し
、
ト
ロ
ー
ル
網
に
替
え
て
桁
網
を
使

う
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
桁
網
に
し
た
こ
と
で
、
思

わ
ぬ
副
産
物
も
あ
り
ま
し
た
。
一
点
目
は
、
ト
ロ
ー

ル
調
査
と
比
べ
て
一
回
の
操
業
が
短
時
間
で
済
む

た
め
、
同
じ
航
海
日
数
で
も
よ
り
多
く
の
定
点
で
調

査
で
き
る
こ
と
、
も
う
一
点
は
想
定
し
て
い
た
水
深

２
０
０
０
m
よ
り
も
深
い
水
深
ま
で
調
査
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
昨
年
は
水
深
２
３
０
０
m

ま
で
調
査
し
ま
し
た
が
、
そ
の
水
深
で
も
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
は
ま
だ
か
な
り
の
量
が
漁
獲
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
水
深
２
５
０
０
m
く
ら
い
ま
で
調
査
す
る
予
定
で

す
。

小
田
：
う
ま
く
、
調
査
が
進
む
と
い
い
で
す
ね
。
期

待
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
養
松
さ
ん
は
女
性
の

研
究
者
と
い
う
こ
と
で
、
男
性
が
多
い
職
場
で
、
仕

事
上
不
都
合
な
こ
と
と
か
何
か
あ
り
ま
す
か
。

養
松
：
特
段
、
不
都
合
を
感
じ
た
こ
と
は
無
い
で
す

け
ど
…
。
そ
う
い
え
ば
、
初
め
て
み
ず
ほ
丸
に
乗
船

し
た
と
き
に
調
査
員
室
に
ピ
ン
ポ
ン
を
つ
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

小
田
：
ピ
ン
ポ
ン
っ
て
…

養
松
：
あ
っ
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
こ
と
で
す
。
み
ず

ほ
丸
に
女
性
が
乗
船
す
る
の
は
そ
の
と
き
が
初
め

て
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
。
私
自
身
は
仕
事
上

や
り
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
感
じ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
は
、
周
り
の
方
々
に
気
遣
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
田
：
と
こ
ろ
で
、こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、

ど
の
よ
う
に
そ
の
後
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

養
松
：
水
産
庁
か
ら
委
託
さ
れ
た
資
源
評
価
の
事
業

は
、
日
本
周
辺
海
域
に
生
息
す
る
魚
種
の
資
源
量
や

資
源
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
の
資
源
を
有
効
に

利
用
す
る
こ
と
で
漁
業
者
の
生
活
を
守
り
つ
つ
、
か

つ
、
国
民
に
水
産
物
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
が
最
終

的
な
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
資
源
の
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魚
種

特
有
の
生
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
生
態
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
、
よ
り
効
果
的
な
資
源
管
理
の
た
め
の

規
制
や
ル
ー
ル
を
提
言
し
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
の

重
要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
田
：
本
当
、そ
う
で
す
よ
ね
。重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
、

日
本
の
水
産
業
の
た
め
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
! !
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何匹入ってくるかな？ この調査のために仕立てられた桁
けた

網



1717

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

ヒ
メ
フ
エ
ダ
イ
の
生
態
を
解
明

資
源
管
理
の
カ
ギ
は
合
意
形
成

コ
ラ
ム　

水
産
に
お
け
る
海
洋
観
測
事
始
め



01センターの取り組み

18

ヒ
メ
フ
エ
ダ
イ
の
生
態
を
解
明

サンゴ礁周縁で産卵

移動・成熟　

成魚

沖合でプランクトン生活

仔魚

アマモ場内のサンゴ群体に着底

稚魚

ふ化

接岸・変態

図. ヒメフエダイの生活史．

熱
帯
に
住
む
魚
と
い
う
と
鑑
賞
用
と
し
て

馴
染
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
サ
ン
ゴ
礁

域
で
た
く
さ
ん
獲
れ
る
ヒ
メ
フ
エ
ダ
イ
の
お

刺
身
は
絶
品
で
す
。
容
姿
も
端
麗
で
、
海
の

中
で
は
真
珠
色
に
輝
い
て
見
え
、
水
揚
げ
後

は
鮮
紅
色
と
な
り
ま
す
（
図
の
上
）。
ウ
ミ

ン
チ
ュ
（
沖
縄
の
漁
業
者
）
た
ち
は
、
高
値

が
付
く
こ
の
魚
を
狙
っ
て
獲
り
ま
す
。ま
た
、

分
布
の
中
心
で
あ
る
赤
道
付
近
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
本
州
周
辺
で
い
う
マ
ダ
イ
や
ヒ

ラ
メ
の
よ
う
に
大
切
な
魚
だ
と
思
い
ま
す
。

人
気
が
あ
る
だ
け
に
、
漁
獲
の
規
制
等
の

対
策
を
実
施
し
な
い
と
、
資
源
が
枯
渇
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
資
源
管
理
等

の
実
行
に
必
要
な
生
態
学
的
知
見
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、石
垣
支
所
で
は
、

地
の
利
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
ヒ
メ
フ
エ

ダ
イ
の
生
活
史
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
（
図
）。

産
卵
は
、
サ
ン
ゴ
礁
周
縁
の
少
し
深
い
場

所
で
、
5
〜
8
月
頃
に
行
わ
れ
ま
す
。
ふ
化

か
ら
1
〜
2
ヶ
月
経
過
す
る
と
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
生
活
を
終
え
、
沿
岸
の
ア
マ
モ
場ば

付
近

に
着
底
（
稚
魚
と
な
っ
て
底
生
生
活
を
始
め

る
こ
と
）
し
ま
す
。
ア
マ
モ
場
は
多
く
の
稚

魚
類
を
育
む
「
ゆ
り
か
ご
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ヒ
メ
フ
エ
ダ
イ
の
稚
魚
は
、

ア
マ
モ
場
内
に
点
在
す
る
造
礁
サ
ン
ゴ
の
小

群
体
（
図
の
左
下
）、
と
い
う
か
な
り
特
殊

な
環
境
を
着
底
場
と
し
て
選
択
的
に
利
用

し
ま
す
。
着
底
数
は
季
節
な
ら
び
に
月
齢
に

よ
っ
て
変
化
し
、
夏
の
新
月
前
後
に
最
も
多

く
な
り
ま
す
。
発
育
に
伴
っ
て
移
動
性
を
増

し
、
1
歳
頃
に
は
サ
ン
ゴ
礁
域
で
生
活
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
2
歳
を
過
ぎ
る
と
本
格

的
に
漁
獲
さ
れ
始
め
、
3
歳
頃
か
ら
成
熟
す

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
雌
雄
で
成
長
様
式
が

異
な
り
、
雄
の
方
が
長
く
生
き
て
大
型
に
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
メ
フ
エ
ダ
イ
以
外
に
も
、
沖
縄
三
大
高

級
魚
の
一
つ
で
深
海
性
の
ハ
マ
ダ
イ
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
で
稚
魚
期
を
過
ご
す
ゴ
マ
フ
エ
ダ

イ
な
ど
、
フ
エ
ダ
イ
類
に
は
水
産
上
重
要
な

魚
種
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ら
多
種
多
様
な
フ
エ
ダ
イ

類
全
般
に
つ
い
て
生
態
に
関
す
る
研
究
を
続

け
て
い
ま
す
。
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資
源
管
理
の
カ
ギ
は
合
意
形
成

漁業者への聞き取り調査の様子

水
産
資
源
は
増
え
た
分
だ
け
を
獲
り
続
け

れ
ば
半
永
久
的
に
利
用
で
き
る
資
源
で
す
。

し
か
し
、
一
度
に
た
く
さ
ん
獲
っ
て
親
が
少

な
く
な
る
と
、
増
え
る
量
も
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
決
ま
っ
た
量
だ
け
獲
っ

て
い
て
も
、
海
洋
環
境
や
餌
環
境
の
変
化

に
よ
り
増
え
る
量
は
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
科
学
に
基
づ
く
資
源
管
理
に
よ
っ

て
水
産
物
を
安
定
的
に
国
民
に
供
給
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

日
本
の
漁
業
制
度
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
各
国
の
漁
業
制
度
の
特
徴
を
文

献
や
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
い
て
比
較
し
ま

し
た
。
米
国
や
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
の
国
々
で
は
、
政
府
が
水
産
資
源
を
管

理
し
、
そ
れ
を
漁
業
者
が
競
争
的
に
利
用
・

分
配
す
る
、
と
い
う
し
く
み
が
基
本
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
日
本
で
は
、
資
源
管
理
は

政
府
の
み
の
仕
事
で
は
な
く
、
資
源
管
理
型

漁
業
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可
能
量
）制
度
に
お
け

る
Ｔ
Ａ
Ｃ
協
定
、
資
源
回
復
計
画
の
漁
業
者

協
議
会
な
ど
、
漁
業
者
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

海
や
魚
の
状
況
は
季
節
や
場
所
に
よ
っ
て

千
差
万
別
で
す
が
、
漁
業
者
は
自
分
た
ち
が

操
業
す
る
海
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
日
本
の
漁
業
は
、
非
常
に
数
多
く

の
魚
種
を
様
々
な
漁
具
・
漁
法
で
獲
っ
て
国

民
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
政
府
が

画
一
的
な
ル
ー
ル
を
作
っ
て
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
魚
を
獲
る
漁
業
者
が
積
極
的
に

資
源
管
理
に
参
加
し
、
責
任
を
持
っ
て
資
源

の
利
用
・
分
配
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

政
府
は
、
法
制
度
整
備
や
資
金
援
助
、
科
学

技
術
的
知
見
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
漁
業

者
の
こ
の
よ
う
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
日
本
の
漁
業
制
度
の
国
際
的
特

徴
を
前
提
と
す
る
と
、
資
源
管
理
政
策
を
立

案
す
る
際
に
は
、
科
学
的
知
見
を
基
に
し
て

漁
業
者
と
よ
く
話
し
あ
う
と
と
も
に
、
漁
業

者
の
生
活
（
漁
業
経
営
）
に
も
十
分
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
資
源
管

理
を
効
率
的
に
行
う
に
は
漁
業
者
と
の
合
意

形
成
が
カ
ギ
な
の
で
す
。

漁
業
管
理
研
究
室
で
は
、
こ
の
た
め
の
研

究
を
「
資
源
変
動
下
で
の
漁
業
管
理
方
策
に

関
す
る
経
済
的
検
討
」
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
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水
産
に
お
け
る
海
洋
調
査
は
明
治
21
年
の
水

産
予
察
調
査
に
始
ま
り
ま
す
。
次
い
で
、
26
〜

28
年
和
田
雄
治
の
海
流
瓶
に
よ
る
海
流
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
33
年
に
は
水
産
局
依
嘱
に
よ

る
宮
崎
細
島
等
5
ヶ
所
で
水
温
・
比
重
の
定
期

的
観
測
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
が
定
置
観
測
の
始

ま
り
で
す
。
42
年
か
ら
、
沿
海
漁
場
と
水
族
調

査
を
目
的
に
水
産
局
北
原
多
作
技
師
が
中
心
と

な
り
「
漁
業
基
本
調
査
」
が
、
帝
国
大
学
、
中

央
気
象
台
、
水
路
部
、
水
試
等
と
連
携
実
施
さ

れ
、
毎
年
「
漁
業
基
本
調
査
報
告
」
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
3
年
、
同
事
業
は
水

産
講
習
所
に
移
管
さ
れ
、
同
年
か
ら
講
習
所
は

観
測
結
果
を
官
報
で
発
表
し
ま
し
た
。
７
年
に

は
「
海
洋
調
査
費
」
が
つ
き
、
講
習
所
に
そ
れ

が
繰
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
講
習
所
に
海
洋
調
査
部
が
設
置

さ
れ
、
同
年
の
水
産
事
務
協
議
会
に
お
い
て
海

洋
調
査
連
絡
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。内
容
は
、

実
施
機
関
が
臨
海
府
県
35
ヶ
所
、
横
断
観
測
線

が
約
60
、延
３
２
０
０
カ
イ
リ
と
い
う
も
の
で
、

本
格
的
海
洋
調
査
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

担
当
者
会
議
が
開
か
れ
、
機
器
導
入
、
調
査
方

法
の
協
議
の
他
、
寺
田
寅
彦
、
北
原
等
に
よ
る

研
修
会
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
結
果
、

我
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
海
洋
調
査
事
業
が

確
立
し
、
８
年
か
ら
海
洋
図
と
海
洋
調
査
要
報

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
４
年
農
林
省
水
産

試
験
場
が
設
置
さ
れ
、
海
洋
調
査
業
務
も
移
管

さ
れ
、「
水
産
連
絡
試
験
打
合
会
」で
の
協
議
等
、

海
洋
調
査
も
新
た
な
展
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
日
本
海
」、「
瀬
戸
内
海
」、「
北
太

平
洋
距
岸
一
千
海
里
」
等
の
一
斉
調
査
が
実
施

さ
れ
、
県

水
試
等
で

も
海
洋
観

測
が
積
極

的
に
行
わ

れ
、
昭
和

10
年
の
前

半
期
に
は

定
線
数
は

１
０
０
を

越
え
ま
し

た
。こ

の
よ

う
な
結

果
、
日
本

周
辺
の
海
洋
構
造
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た

他
、「
魚
は
潮
目
に
集
ま
る
」（
北
原
の
法
則
）、

「
潮
境
は
海
洋
生
物
の
濃
密
に
集
ま
る
水
域
を

示
し
、そ
こ
に
は
好
漁
場
が
形
成
さ
れ
る
」（
宇

田
の
法
則
）
等
、
日
本
の
特
徴
で
あ
る
漁
場
学

的
「
海
洋
学
」
が
形
成
さ
れ
、
12
年
の
日
本
放

送
協
会
に
よ
る
週
一
回
の
漁
況
速
報
放
送
へ
と

繋
が
り
ま
し
た
。

水
産
に
お
け
る
海
洋
観
測
事
始
め

コラム

昭和5年の定線調査観測図
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会
議
・
イ
ベ
ン
ト
報
告

ま
ぐ
ろ
研
究
所
立
ち
上
げ
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

第
35
回
Ｕ
Ｊ
Ｎ
Ｒ
水
産
増
養
殖
専
門
部
会
日
米
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

日
本
海
区
水
産
研
究
所
調
査
普
及
課
に
感
謝
状

第
26
回 

「
海
と
さ
か
な
自
由
研
究
・
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
募
集
中

研
究
所
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ
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まぐろ研究所
立ち上げ記念シンポジウム開催

当日の様子はホームページでご覧いただけます。▶ http://www.fra.aff rc.go.jp/topics/190426/

2222

4
月
26
日
、
東
京
海
洋
大
学
の
楽
水
会

館
に
お
い
て
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

ま
ぐ
ろ
研
究
所
立
ち
上
げ
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ま
ぐ
ろ
関
連
研
究
、
今
後
の
研
究

展
開
方
向
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
未
来
の
話

を
し
よ
う
」
を
副
題
に
、
ま
ず
大
学
の
研

究
者
の
方
々
か
ら
、
養
殖
ま
ぐ
ろ
の
生
産

量
１
０
０
万
ト
ン
を
目
指
す
べ
き
と
い
う

主
張
と
、
国
際
情
勢
、
養
殖
技
術
の
進
歩
、

今
後
の
ま
ぐ
ろ
研
究
へ
の
期
待
に
つ
い
て

の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
当

セ
ン
タ
ー
か
ら
4
名
が
分
野
別
に
研
究
開

発
の
方
向
性
に
つ
い
て
紹
介
し
、
参
加
者

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
白
熱
し

た
講
演
と
意
見
交
換
に
よ
り
予
定
時
間
を

30
分
超
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
充
実

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
講

演
い
た
だ
い
た
先
生
方
と
参
加
者
の
方
々

の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
４
８
３
名
も
の
ご
来
場
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
ま
ぐ
ろ
問
題
へ
の
関
心
の

高
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
東
京
海
洋

大
学
や
日
本
大
学
等
か
ら
２
１
０
名
あ
ま

り
の
学
生
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
次
世

代
を
担
う
若
い
世
代
か
ら
ま
ぐ
ろ
研
究
に

対
す
る
力
強
い
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
と
も
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

ま
ぐ
ろ
研
究
に
、
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シンポジウムの様子
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詳しくはホームページでご覧いただけます。▶ http://nria.fra.affrc.go.jp/ujnr/top.htm

第35回UJNR水産増養殖専門部会
日米シンポジウム開催

2323

養殖研究所での参加者集合写真

基調講演するジェームス・マクベイ前米国部会長

天
然
資
源
の
開
発
利
用
に
関
す
る
日
米

会
議
（
Ｕ
Ｊ
Ｎ
Ｒ
）
水
産
増
養
殖
専
門
部

会
は
、
日
米
の
政
府
間
合
意
に
基
づ
く
天

然
資
源
に
関
す
る
科
学
技
術
協
力
の
た
め

の
会
議
で
、
当
セ
ン
タ
ー
と
米
国
商
務
省

海
洋
大
気
庁
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）
が
窓
口
と
な

り
、
'71
年
の
設
立
以
来
毎
年
日
米
交
互
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ま
た
両
国
の

研
究
交
流
や
共
同
研
究
の
推
進
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。

'06
年
11
月
13
〜
14
日
に
は
当
セ
ン

タ
ー
養
殖
研
究
所
の
大
会
議
室
に
お
い

て
「
増
養
殖
と
漁
場
管
理
を
通
じ
た
持

続
的
な
水
産
業
の
構
築
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
、
米
国
側
は
部
会
長
で
あ
る
Ｎ
Ｏ

Ａ
Ａ
北
西
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ロ
バ
ー

ト
・
イ
ワ
モ
ト
博
士
を
始
め
と
し
て
11
名

が
、
日
本
側
は
農
林
水
産
省
、
各
県
、
大

学
、
民
間
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
日
本
側
部
会
長
の
酒
井
保

次
養
殖
研
究
所
長
（
当
時
）
の
挨
拶
で
開

会
し
、
長
年
部
会
長
を
務
め
ら
れ
'05
年
退

任
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
ベ
イ
博
士

よ
り
、
35
年
間
に
わ
た
る
日
米
の
養
殖
や

栽
培
漁
業
に
お
け
る
飛
躍
的
な
技
術
の
進

展
と
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
未
来
の
持
続
的

な
水
産
物
供
給
に
結
び
つ
け
る
か
に
つ
い

て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

英あ
ご
わ
ん

虞
湾
環
境
創
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
的
に

推
進
す
る
松
田
治
広
島

大
学
名
誉
教
授
か
ら
、

研
究
、
行
政
、
漁
業
者
、

市
民
を
巻
き
込
ん
で
沿

岸
環
境
を
保
全
管
理
す

る
「
里さ

と
う
み海

」
構
想
に
関

す
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
、〝Satoum

i

〞
と
い

う
日
本
発
の
概
念
が
Ｎ

Ｏ
Ａ
Ａ
の
養
殖
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
も
反
映
で
き
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
米

国
側
に
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
4
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
日
米
合
わ

せ
て
16
題
の
講
演
が
行
わ
れ
、
活
発
な
討

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
一
行
は
志
摩
市

長
表
敬
訪
問
の
他
、
英
虞
湾
人
工
干
潟
、

三
重
県
水
産
研
究
部
、
和
歌
山
県
水
産
試

験
場
、
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
等
を
訪
問

し
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本

年
10
月
「
無
脊
椎
動
物
の
増
養
殖
技
術
」

を
テ
ー
マ
に
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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日本海区水産研究所調査普及課に
感謝状

平
成
18
年
4
月
に
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
と
さ
け
・
ま
す
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー

が
統
合
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
州

に
お
け
る
さ
け
ま
す
資
源
の
維
持
安
定

を
目
的
と
し
て
、
さ
け
ま
す
に
関
す
る
調

査
、
お
よ
び
ふ
化
放
流
技
術
の
普
及
活
動

を
行
う
調
査
普
及
課
を
日
本
海
区
水
産
研

究
所
と
東
北
区
水
産
研
究
所
に
設
置
し
ま

し
た
。

日
本
海
区
水
産
研
究
所
で
は
、
平
成
18

年
度
に
お
い
て
秋
田
か
ら
石
川
ま
で
の
5

県
57
ヶ
所
の
さ
け
ま
す
ふ
化
場
に
調
査
普

及
課
職
員
が
訪
問
し
、
水
槽
の
設
置
方
法

か
ら
、
採
卵
、
人
工
授
精
、
ふ
化
管
理
、

稚
魚
へ
の
給
餌
方
法
に
至
る
ま
で
、
き
め

細
か
な
指
導
と
助
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た

（
写
真
1
）。

各
ふ
化
場
と
も
、
採
卵
か
ら
稚
魚
の
飼

育
ま
で
の
作
業
は
秋
か
ら
冬
の
短
期
間
に

集
中
す
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
休
む
間

も
な
く
各
県
を
回
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
ふ
化
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
地
条
件
に
適
し
た
新
し
い
方
法
を
取
り

入
れ
、
従
来
よ
り
も
高
い
種
苗
生
産
成
績

と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
新
潟
県
に
お
け
る
小
規
模

ふ
化
場
の
モ
デ
ル
と
し
て
重
点
的
に
指

導
・
助
言
を
行
っ
た
信
濃
川
水
系
能の

う
だ
い代

川

能
代
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
で
は
、
種
苗
生

産
率
（
１
０
０
個
の
卵
か
ら
約
１
g
の
放

流
用
稚
魚
を
何
尾
得
ら
れ
る
か
）
が
、
こ

れ
ま
で
の
約
70
％
か
ら
92
％
へ
と
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、

こ
の
た
び
能
代
川
サ
ケ
・
マ
ス
増
殖
組
合

か
ら
調
査
普
及
課
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た（
写
真
2
）。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
、
本
州
地

域
に
お
け
る
さ
け
ま
す
種
苗
生
産
技
術
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
指
導
と
助
言

を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

2424

写真1. 山形県五
い ら

十川の山戸ふ化場で飼育管理方法
について助言する調査普及課職員(右2名)．

写真2. 能代川サケ・マス増殖組合から感謝状をいただいた調査普及課  清水課長(中
央)と吉田普及専門員（右から2人目）．
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第26回 「海とさかな自由研究・作
品コンクール」募集中

詳しい応募要領はホームページでご覧いただけます。▶ http://www.umitosakana.com/

2525

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年

度
か
ら
「
海
と
さ
か
な
自
由
研
究
・
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
後
援
し
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
学
生
を
対
象
に
、

〝
海
と
さ
か
な
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
〞
と

の
関
わ
り
を
様
々
な
角
度
か
ら
と
ら
え
、

〝
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
〞
こ
と
を
目
的
に
、

'82
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
26

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
研
究
部
門
と
創
作
部

門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
研
究
部
門
に
は

自
由
研
究（
調
査
・
実
験
な
ど
）、観
察
図
、

創
作
部
門
に
は
作
文
、
工
作
、
絵
画
、
絵

本
の
各
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
応
募
申
請
登
録
期
間
は
6
月
1

日
か
ら
9
月
28
日
ま
で
で
、
研
究
部
門
、

創
作
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
8
つ
の
賞
が
用

意
さ
れ
て
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
に
「
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
理
事
長
賞
」を
設
け
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
に
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
よ
う
お
勧
め
下
さ
い
。

第25 回受賞作品
（創作部門：水産総合研究センター理事長賞）
「大漁だーッ！！」伊賀瞳さん

「海とさかな自由研究・作品コンクール」

主催：朝日新聞社、朝日学生新聞社
後援：農林水産省、文部科学省、独立行政法人海洋研究開

発機構、独立行政法人水産総合研究センター
協力：社団法人日本動物園水族館協会
協賛：日本水産株式会社

第25回受賞作品（研究部門：水産総合研究センター理事長賞）
「魚がくさるよ～アジさんたちありがとう～」今井美月さん
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ふっくん ふーちゃん

顕微鏡で小さな世界をのぞいてみよう

海の生き物にさわってみよう

2626

研究所一般公開のお知らせ

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
研

究
所
等
に
お
い
て
、
業
務
内
容
や
成
果
を

一
般
の
方
々
に
ご
理
解
頂
く
こ
と
を
目
的

に
、毎
年
一
般
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
公
開
日
が
決
ま
っ
て
い
な
い
所
も
あ

り
ま
す
が
、
本
年
度
も
来
訪
者
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
各
施
設
と
も
趣
向
を

凝
ら
し
て
実
施
す
る
予
定
で
い
ま
す
。
調

査
船
の
一
般
公
開
も
含
め
、
詳
し
い
実
施

内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
是
非
来
訪
し
て
施
設
内
を
見
た

り
、
種
々
の
催
し
物
に
触
れ
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
ど
こ
か
の
一
般
公

開
で
当
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ふ
っ
く
ん
、
ふ
ー
ち
ゃ
ん
に
会
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

詳しくは下記webページ掲載のイベントカレンダーをご覧ください。
▶ http://www.fra.affrc.go.jp/cgi-bin/event/event.cgi

公開場所 公開予定月日
北海道区水産研究所 9月以降

東北区水産研究所
本所 8月18日
八戸支所 10月

中央水産研究所

横須賀庁舎 7月21日
高知庁舎 7月31日
日光庁舎 8月7日
上田庁舎 8月12日
横浜庁舎 10月20日

日本海区水産研究所 10月6日
遠洋水産研究所 10月13日
瀬戸内海区水産研究所 7月21日

西海区水産研究所
石垣支所 7月14日
本所 10月21日

養殖研究所 本所 8月25日
水産工学研究所 10月

一般公開

メールマガジン（おさかな通信）の購読のお申し込みはこちらまで。
▶ http://www.fra.affrc.go.jp/mail/index.html
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知
的
財
産
情
報

手
間
も
省
い
て
環
境
に
も
や
さ
し
い
給
餌
装
置

ア
マ
ノ
リ
の「
た
ね
」の
長
期
保
存
法
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▶特許第3946544号

給餌装置

データロガー

自発摂餌スイッチ

摂餌要求

給餌

コンピュータ

28

養
殖
魚
へ
餌
を
与
え
る
際
は
、
毎
日
一

定
の
時
間
に
一
定
量
与
え
る
か
、
餌
の
食

べ
方
を
観
察
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。
人
の

手
に
よ
る
給
餌
が
、
魚
の
様
子
を
見
な
が

ら
給
餌
量
を
調
節
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
で
、
経
験
、
時
間
お
よ
び
労
力
を

要
す
る
た
め
、
一
部
の
魚
種
で
は
自
動
給

餌
機
で
予
め
設
定
し
た
量
の
餌
を
一
日
何

回
か
に
分
け
て
給
餌
す
る
方
法
も
普
及
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
魚
の
食
欲
が
な
い

時
に
給
餌
を
行
え
ば
、
食
べ
ら
れ
る
こ
と

な
く
水
質
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。
自
発
摂

餌
は
、
魚
の
食
欲
に
応
じ
て
餌
を
与
え
る

方
法
で
、
水
面
下
に
設
置
し
た
ス
イ
ッ
チ

を
魚
自
身
が
操
作
す
る
と
そ
の
信
号
が
給

餌
機
に
送
ら
れ
、
少
量
の
餌
が
落
下
し
ま

す
（
図
1
）。
魚
は
食
欲
を
満
た
す
ま
で

こ
の
操
作
を
繰
り
返
し
、
必
要
な
量
だ
け

の
餌
し
か
出
な
い
た
め
、
残
餌
と
な
る
量

は
極
め
て
少
な
く
、
環
境
に
優
し
い
省
力

化
さ
れ
た
給
餌
方
法
で
す
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
（
株
）
松

阪
製
作
所
と
共
同
し
て
、
魚
の
食
欲
に
相

当
す
る
ス
イ
ッ
チ
入
力
に
対
し
て
、
瞬
時

に
、
か
つ
微
量
の
餌
を
定
量
的
に
給
餌
す

る
稚
魚
用
の
自
発
摂
餌
式
給
餌
装
置
を
開

発
し
ま
し
た
。
自
発
摂
餌
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
す
に
は
稚
魚
期
は
給
餌
を
頻
繁
に
行

う
必
要
の
あ
る
最
適
な
育
成
ス
テ
ー
ジ
で

す
が
、
既
存
の
自
動
給
餌
機
を
改
造
し
て

自
発
摂
餌
に
応
用
し
た
場
合
、
正
確
か
つ

安
定
的
に
微
量
給
餌
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
上
、
粘
着
性
の
あ
る
稚
魚
用
飼
料

で
は
給
餌
機
が
目
詰
ま
り
す
る
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
特
許
を
取
得

し
た
給
餌
装
置
は
、
餌
を
収
容
す
る
ホ
ッ

パ
ー
部
と
餌
の
落
下
口
ま
で
餌
を
誘
導

す
る
プ
レ
ー
ト
部
の
構
造
に
特
徴
を
有
し

（
写
真
1
）、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し

ま
し
た
。

こ
の
給
餌
装
置
を
、
先
に
開
発
し

た
高
感
度
稚
魚
用
ス
イ
ッ
チ
（
特
許
第

３
５
９
８
３
６
５
号
）
と
組
み
合
わ
せ
て

使
用
す
れ
ば
、
摂
餌
開
始
時
の
ニ
ジ
マ
ス

稚
魚
（
0.1
ｇ
）
の
大
き
さ
の
魚
か
ら
利
用

可
能
で
す
。

写真1．開発した給餌装置のホッパー部．

プレート部
（鋸状の金属板）

図1．自発摂餌式給餌システムの概要．

手間も省いて環境にもやさしい給餌装置
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図1. アマノリの生活環．

海
苔
（
ア
マ
ノ
リ
）
の
養
殖
業
は
、
年

間
約
1
０
０
０
億
円
の
生
産
を
あ
げ
、
日

本
の
重
要
な
水
産
業
の
一
つ
で
す
。
ア
マ

ノ
リ
属
に
は
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
や
ス
サ
ビ
ノ

リ
が
含
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
口
に
さ
れ
る
海
苔
は
、
専
門

的
に
は
葉
状
体
と
呼
ば
れ
、
殻か

く
ほ
う
し

胞
子
（
海

苔
の
タ
ネ
の
よ
う
な
も
の
）
か
ら
大
き
く

な
り
ま
す
（
図
１
）。
こ
の
タ
ネ
は
、
陸

上
植
物
の
種
と
異
な
り
、
そ
の
ま
ま
で

は
長
い
期
間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
海
苔
の
養
殖
で
は
、
こ

の
タ
ネ
を
作
る
糸
状
体
を
高
温
（
約
25
〜

27
℃
）
で
室
内
培
養
し
、
養
殖
す
る
時
期

（
秋
）
が
来
る
と
水
温
を
下
げ
て
糸
状
体

か
ら
こ
の
タ
ネ
を
放
出
さ
せ
、
網
に
付
け

る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
、
海
の
栄
養
を
得
て
、
海
苔（
葉
状
体
）

に
な
り
ま
す
。
こ
の
糸
状
体
も
、
養
殖
の

終
わ
る
春
か
ら
同
年
秋
の
次
の
養
殖
時
期

ま
で
の
約
半
年
間
は
、
1
〜
2
ヶ
月
ご
と

に
培
養
液
を
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
管
理
が
不
十
分
だ
と
病
害
を
受
け

死
ん
で
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
維
持
す
る
に

は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
タ
ネ
を
簡
単
に
長
期
間

保
存
で
き
る
方
法
と
し
て
、
高
等
植
物

な
ど
で
多
く
の
成
功
例
が
知
ら
れ
て
い

る
液
体
窒
素
（
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃
）
に

保
存
す
る
「
超
低
温
保
存
法
」
を
開
発
し

ま
し
た
。
タ
ネ
の
中
の
水
分
が
凍
る
状

態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス

２
０
０
℃
近
い
状
態
で
も
死
な
ず
、
上
手

に
解
凍
す
る
と
そ
の
ま
ま
生
長
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ

リ
ー
ザ
ー
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で

温
度
を
徐
々
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
冷

凍
庫
で
、
材
料
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
で
可
能
に
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
8
年
間
液
体
窒
素
に

漬
け
て
お
い
た
タ
ネ
を
解
凍
し
た
場
合
で

も
、
数
多
く
の
タ
ネ
が
生
存
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た（
写
真
）。

い
ろ
い
ろ
な
特
徴
を
持
っ
た
タ
ネ
を
簡

単
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
必
要
な
も
の
を
必

要
な
と
き
に
す
ぐ
葉
状
体
に
し
て
研
究
材

料
と
し
て
使
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
年
の
海
の
状
態
に
応
じ
て
生
長

す
る
種
類
の
タ
ネ
を
選
ん
で
養
殖
に
使
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

写真上 . 8年間液体窒素中で保存し解凍した後のスサビ
ノリの殻胞子（大きさは10数ミクロン）．

写真下 . プログラムフリーザーに入れるところ．

アマノリの「たね」の長期保存法
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元気に育つウナギ卵を
遺伝子で見分ける

－健全なウナギ種苗の生産に向けて新たな一歩－

　

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
為
的

に
稚
魚
を
育
て
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
ウ

ナ
ギ
の
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
長
年
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
世
界
で
初

め
て
受
精
卵
か
ら
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
ま
で
の
人

工
飼
育
に
成
功
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
に
な
る
ま
で
の
仔
魚
の
生
残
率
は
極
め

て
低
く
、
養
殖
用
種
苗
の
供
給
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

生
残
率
が
低
い
こ
と
の
原
因
の
一
つ
に
、

仔
魚
期
に
高
い
頻
度
で
み
ら
れ
る
様
々
な
形

態
異
常
が
あ
げ
ら
れ
ま
す（
写
真
1
）。近
年
、

発
生
学
の
分
野
で
は
、
核
遺
伝
子
と
は
別
に

未
受
精
卵
の
中
に
含
ま
れ
る
母
親
由
来
の
遺

伝
子
（
母
性
効
果
遺
伝
子
と
呼
ば
れ
る
）
が
、

受
精
後
の
体
の
形
づ
く
り
に
非
常
に
重
要
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
農
林
水
産
省
委

託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
ウ
ナ

ギ
及
び
イ
セ
エ
ビ
の
種
苗
生
産

技
術
の
開
発
」
に
お
い
て
、
卵

由
来
の
形
態
異
常
の
発
生
機
構

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
研
究
を
進
め
、
母
性
効

果
遺
伝
子
の
う
ち
「
ウ
ナ
ギ
仔

魚
が
元
気
で
育
つ
卵
に
多
く
含

ま
れ
る
約
1
２
０
０
種
類
の
遺

伝
子
（
良
質
卵
関
連
遺
伝
子
と
命
名
）」
の

単
離
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
マ
イ
ク
ロ

ア
レ
イ
法
（
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
上
で
遺
伝
子

の
量
や
種
類
を
一
度
に
調
べ
る
方
法
：
写
真

2
）
を
用
い
て
未
受
精
卵
中
の
良
質
卵
関
連

遺
伝
子
の
蓄
積
量
や
種
類
の
異
常
を
一
度
に

検
出
で
き
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
良
質
卵
関
連
遺
伝
子
量
の
低
下
と

そ
れ
ぞ
れ
の
異
常
と
の
関
連
性
を
調
べ
る
こ

と
で
、
卵
質
診
断
技
術
と
し
て
の
本
方
法
の

有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

卵
が
元
気
に
育
つ
か
ど
う
か
を
受
精
前
に
明

ら
か
に
で
き
る
画
期
的
な
卵
質
診
断
技
術
と

し
て
種
苗
生
産
現
場
へ
の
応
用
が
期
待
で
き

ま
す
。
な
お
、
良
質
卵
関
連
遺
伝
子
を
用
い

た
魚
類
の
卵
質
診
断
技
術
に
つ
い
て
は
特
許

出
願
中
で
す
。

写真１．ウナギ仔魚の頭部にみられる形態異常．

（Ａ）正常な個体（Ｂ）上顎が短くなった異常個体

(A) (B)
写真2．マイクロアレイ法による卵質診断．
使用したDNAチップには，約1200種類の良質卵関
連遺伝子が点状に貼り付けてある．実験ではまず「良
い卵」ならびに「悪い卵」からそれぞれmRNAを抽
出し，これをもとに蛍光色素標識した遺伝子 (cDNA)
を合成した．次に，これら標識された遺伝子を混合し
て，DNAチップに貼り付けた良質卵関連遺伝子との
間で結合させる反応を行った．反応後，結合したそれ
ぞれの蛍光色素量を測定することで，遺伝子量の相対
値の算出を行った．図中の緑色に検出された良質卵関
連遺伝子は，良い卵と比較して悪い卵で遺伝子量が相
対的に低いこと示す．すなわち，この遺伝子が良質卵
の指標となりうることを示している．

良い卵と比較して
悪い卵で発現が低
い遺伝子

良い卵と悪い卵で
発現量に差のない
遺伝子
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イ
セ
エ
ビ
の
幼
生
は
フ
ィ
ロ
ソ
ー
マ
（
写

真
1
）
と
呼
ば
れ
、
体
が
扁
平
で
脚
が
非
常

に
長
い
極
め
て
特
異
な
形
態
で
す
。
フ
ィ
ロ

ソ
ー
マ
の
飼
育
研
究
の
歴
史
は
１
０
０
年
以

上
に
も
及
び
'88
年
に
三
重
県
と
北
里
大
学
で

ふ
化
し
た
フ
ィ
ロ
ソ
ー
マ
か
ら
、
プ
エ
ル
ル

ス
幼
生
（
写
真
2
）
を
経
て
稚
エ
ビ
ま
で
の

人
工
飼
育
に
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
フ
ィ
ロ
ソ
ー
マ
の
飼
育
で
は
、
幼
生
期

間
が
３
０
０
日
以
上
と
甲
殻
類
幼
生
の
中
で

も
非
常
に
長
い
こ
と
や
細
菌
性
疾
病
が
発
生

し
や
す
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
抗
生
物
質
を
使

用
し
な
い
と
生
残
率
が
極
端
に
低
く
、
そ
の

飼
育
技
術
は
開
発
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
、
農
林
水
産
省
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
「
ウ
ナ
ギ
及
び
イ
セ
エ
ビ
の
種
苗

生
産
技
術
の
開
発
」
に
お
け
る
研
究
課
題
の

一
つ
と
し
て
「
フ
ィ
ロ
ソ
ー

マ
の
好
適
飼
育
環
境
維
持
技

術
の
開
発
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
課
題
の
中
で
、

自
然
界
に
広
く
存
在
す
る
安

全
な
物
質
に
よ
る
病
原
細
菌

の
増
殖
抑
制
手
法
の
開
発
を

目
標
と
し
て
、
い
く
つ
か
の

抗
菌
性
を
有
す
る
候
補
物
質

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

食
品
加
工
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
グ

リ
シ
ン
（
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
、
エ
ビ
カ
ニ

類
の
甘
味
の
主
成
分
）
が
、
比
較
的
低
濃
度

で
も
海
水
中
に
常
在
す
る
細
菌
の
増
殖
を

抑
制
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
グ
リ
シ

ン
の
使
用
方
法
は
、
フ
ィ
ロ
ソ
ー
マ
の
ふ
化

か
ら
１
５
０
日
ま
で
は
５
０
〜
２
０
０
ｐ
ｐ

ｍ
、
そ
れ
以
降
は
１
０
０
〜
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ

の
濃
度
で
15
時
間
の
浸
漬
処
理
を
5
〜
7
日

間
隔
で
行
う
の
が
効
果
的
で
あ
り
、
同
様
の

方
法
で
抗
生
物
質
を
使
用
し
た
場
合
と
遜
色

の
な
い
生
残
率
（
図
1
）
お
よ
び
成
長
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
リ
シ
ン
を
用
い
た
飼
育
方
法
は
、
他
の

甲
殻
類
幼
生
の
飼
育
へ
の
応
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
グ

リ
シ
ン
を
用
い
た
イ
セ
エ
ビ
幼
生
の
飼
育
方

法
は
現
在
特
許
出
願
中
で
す
。

新たなイセエビ幼生の
飼育方法を開発

－イセエビ種苗の安定生産を目指して－

ふ化後日数（日）

抗生物質（アンピシリン）
20-40ppm

グリシン50ppm

グリシン100ppm

グリシン200ppm

グリシン500ppm

生
残
率
（
％
）

100

80

60

40

20

50 100 150 200 250 300 350 4000

写真１．ふ化後230日目のフィロソーマ幼生．

写真２．ふ化後250日目のプエルルス幼生．

図1．グリシンの濃度別による飼育試験（ふ化～稚エビ：生残率）．

10mm

10mm
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問い合わせ先：さけますセンター業務推進部業務推進課

掲載内容：さけます分野における研究開発等の取り組み状況及び結果など

下記ホームページで全文が参照できます。

http://salmon.fra.affrc.go.jp/kankobutu/srr/srr.htm

瀬戸内通信　No.5

発行者：水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所

発行時期：平成19年1月

問い合わせ先：瀬戸内海区水産研究所業務推進部業務推進課

掲載内容：第2期中期計画において瀬戸内海区水産研究所が取り組む業務など

下記ホームページで全文が参照できます。

http://feis.fra.affrc.go.jp/publi/setotsuu/index.html

水産総合研究センター研究報告　第19号

発行者：水産総合研究センター

発行時期：平成19年2月

問い合わせ先：業務推進部研究管理課

掲載内容：英文「Ariake Bay-present conditions of fisheries and 

research for its restoration」ほか17編

下記ホームページで全文が参照できます。

http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/bull-index.html

水産総合研究センター研究報告　第20号

発行者：水産総合研究センター

発行時期：平成19年2月

問い合わせ先：業務推進部研究管理課

掲載内容：英文「Eukaryotes from the hepatopancreas of lobster 

phyllosoma larvae」ほか11編

下記ホームページで全文が参照できます。

http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/bull-index.html
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栽培漁業実践ガイドブック-Ⅰ　
クロソイ中間育成ガイド

発行者：水産総合研究センター

発行時期：平成19年3月

問い合わせ先：業務推進部栽培管理課

掲載内容：クロソイの種苗輸送・中間育成等の技術開発成果情報

下記ホームページで全文が参照できます。

http://ncse.fra.affrc.go.jp/03kankou/035gaido/gaido_no01.pdf

東北水産研究レター　No.3

発行者：水産総合研究センター東北区水産研究所

発行時期：平成19年3月

問い合わせ先：東北区水産研究所業務推進部業務推進課

掲載内容：東北区水産研究所における研究の紹介など

下記ホームページで全文が参照できます。

http://tnfri.fra.affrc.go.jp/pub/pub-index.html

日本海区水産研究所主要研究成果集　第2号

発行者：水産総合研究センター日本海区水産研究所

発行時期：平成19年3月

問い合わせ先：日本海区水産研究所業務推進部業務推進課

掲載内容：新潟県沖日本海におけるアカガレイの産卵生態ほか2編

下記ホームページで全文が参照できます。

http://jsnfri.fra.affrc.go.jp/jsnfnews/seikashu2.pdf

栽培漁業技術開発研究　第34巻第2号

発行者：水産総合研究センター

発行時期：平成19年3月

問い合わせ先：業務推進部栽培管理課

掲載内容：ブリ人工種苗を2年間養成した親魚を用いた12月採卵の成功

ほか5編

下記ホームページで全文が参照できます。

http://ncse.fra.affrc.go.jp/03kankou/031giken/giken34_02.pdf
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水産工学研究所技報　第29号

発行者：水産総合研究センター水産工学研究所

発行時期：平成19年3月

問い合わせ先：水産工学研究所業務推進部業務推進課

掲載内容：波による渦流れを利用する遊水室型海水交換防波堤の研究開発ほ

か6編

下記ホームページで全文が参照できます。

http://nrife.fra.affrc.go.jp/reprint/technical/report-top.html

東シナ海・黄海の魚類誌

水産総合研究センター叢書

東シナ海・黄海の漁業上の重要種をはじめとする480数

種の魚類について、長年の調査に基づき、形態、分布・回

遊、生息環境（水深・水温・塩分）、年齢と成長、成熟、卵・

仔魚・稚魚、食性、漁獲量、利用について、豊富な図を用

いて詳述しています。また、東シナ海・黄海は日本・中国・

韓国が共通して利用する漁場であることから、魚種の中国

名と韓国名を併記しています。

発行所：東海大学出版会

発行時期：平成19年3月

著者：山田梅芳・時村宗春・堀川博史・中坊徹次

定価：18,900円

34

大型クラゲ加工マニュアル

発行者：水産総合研究センター

発行時期：平成19年3月

問い合わせ先：中央水産研究所利用加工部品質管理研究室

掲載内容：大型クラゲの加工のための前処理技術や大型クラゲの製品化マ

ニュアル

下記ホームページで全文が参照できます。

http://www.fra.affrc.go.jp/pressrelease/pr18/190316/kurage4.pdf
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おさかな　チョット耳寄り情報

■特集「輸出促進による水産業の活性化」
○グローバルな視点でみると水産業には強い追い風が吹いている ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 中央水産研究所　利用加工部　木村　郁夫
○豊富なサンマ資源の有効利用のために～サンマのグローバル商品化のための高鮮度・高効率加工技術の開発 ･･･････････ 中央水産研究所　利用加工部　品質管理研究室　岡﨑惠美子
○輸出商材としてのサケの価値を見出すために～サケ輸出促進のための品質評価システムの開発と放流技術の高度化 ･･･ さけますセンター　さけます研究部　資源研究室　長谷川英一
○日本ブランドの優等生「乾燥ナマコ」の持続的利用のために～乾燥ナマコ輸出のための計画的生産技術の開発 ･････････ 北海道区水産研究所　業務推進部　業務推進課　町口　裕二
○特集コラム　スケトウダラ輸出が漁業経営の安定化に貢献 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 中央水産研究所　水産経済部　松浦　　勉
■センターの取り組み
○ヒメフエダイの生態を解明 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 西海区水産研究所　石垣支所　漁業資源研究室　山田　秀秋
○資源管理のカギは合意形成 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 中央水産研究所　水産経済部　漁業管理研究室　牧野　光琢
○コラム　水産における海洋観測事始め ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 養殖研究所　中野　　広
■知的財産情報
○手間も省いて環境にもやさしい給餌装置 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 養殖研究所　生産システム部　飼餌料研究グループ　山本　剛史
○アマノリの「たね」の長期保存法 ･････････････････････････････････････････････････ 西海区水産研究所　海区水産業研究部　有明海・八代海漁場環境研究センター　藤吉　栄次
■おさかな　チョット耳寄り情報
○黄色いアイナメは逃がしてあげてね ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 宮古栽培漁業センター　有瀧　真人

執筆者一覧
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今
号
の
特
集
は「
輸
出
促
進
に
よ
る
水
産
業
の
活
性
化
」

で
す
。
本
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
水
産
基
本

計
画
に
、
水
産
物
の
輸
出
戦
略
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、

ナ
マ
コ
、
サ
ケ
、
サ
ン
マ
に
つ
い
て
輸
出
促
進
を
図
る
た

め
の
研
究
開
発
を
他
機
関
と
共
同
し
て
、
農
林
水
産
省
農

林
水
産
技
術
会
議
の
平
成
19
年
度
「
先
端
技
術
を
活
用
し

た
農
林
水
産
研
究
高
度
化
事
業
」
に
提
案
し
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
3
課
題
を
中
心
に
、
輸
出
を
通
じ
て
水
産
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
研
究
開
発
を
進

め
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
研
究
所
等
の
調
査
研
究

成
果
集
や
、
地
方
か
ら
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
物
情
報
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

当
Ｆ
Ｒ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
を
含
め
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
誌
面

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等

あ
り
ま
し
た
ら
広
報
室
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。（
Ｈ
・
Ｈ
）

アイナメは日本各地の沿岸の岩礁地帯に棲むカサゴ目アイナメ
科の魚で、宮古では「アブラメ」、「アブラッコ」と呼ばれるおな
じみの魚です。大きさは、最大で60cm、2kgにもなります。
アイナメは、大きくなると岩や物陰にいてじっと動きませんが、
卵から生まれてしばらくは沖合の表層で生活しています。身体の
色もイワシの様に鮮やかな紺色で、とてもアイナメの子供には見
えません。
産卵は11月頃で、大きな岩などに雄が雌を誘い込んで行われ
ます。雌はゴルフボール大の卵塊を岩の隙間や海藻に産みっぱな
しにしますが、雄は飲まず食わずで卵を必死に守ります。このこ
ろの雄は身体の色を黄色に変え、卵に近づく物は何でも攻撃しま
す。
冬の初めに時々釣れる真っ黄色のアイナメは、卵を保護してい
る雄です。雄がいなくなると卵達はあっという間に他の生き物に
食べられてしまいます。できれば黄色いアイナメは、釣れても海
へ返してあげてくださいね。
さて、アイナメがおいしいのは、産卵や子育てが終わって体力
が回復した頃。ちょうどサクラやコブシの花の咲く時期です。刺
身や煮つけもおいしいのですが、ちょっと手を加えてカルパッ
チョ風のサラダなどいかがでしょうか。ビールやワインにぴった
りですよ。

黄色いアイナメは逃がしてあげてね

□水産総合研究センター　広報誌編集委員

Fisheries Reseach Agency News

□ 07年 7月 1日発行
□編集：水産総合研究センター　広報誌編集委員会
□発行：独立行政法人  水産総合研究センター
　　　　〒 220-6115　神奈川県横浜市西区みなとみらい2－3－3　クイーンズタワーＢ棟15階
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11

淀江　哲也 桑原　隆治 本間　広巳 
関根信太郎 小田憲太朗 今村　政志 
有元　　操 竹葉　有記 中瀬　志穂



Fisheries Reseach Agency News

ISSN 1349-6816

11

〒 220-6115
神奈川県横浜市西区みなとみらい 2－3－3　
クイーンズタワーＢ棟15階
TEL. 045－227－2600　　FAX. 045－227－2700
URL. http://www.fra.affrc.go.jp/

Fisheries Reseach Agency News 2007.7

11


